
岐阜県福祉サ－ビス第三者評価事業評価結果表 

令和３年 4月 1日改正 

（令和３年 4月 1日適用） 

①第三者評価機関名 

特定非営利活動法人 岐阜後見センター 

 

②施設・事業所情報 

名称：瑞浪市立瑞浪幼児園 種別：保育所 

代表者氏名：河 村 由美子 定員（利用人数）：１５０ (１５４)名 

所在地：岐阜県瑞浪市北小田町１丁目５４番地                       

TEL：０５７２‐６８‐２００３ ホームページ：https://www.city.mizunami.lg.jp/kosodate/kosodateshien/1004151/1001283/1001395/1002148.htm 

【施設・事業所の概要】 

 開設年月日 平成２６年４月１日 

 経営法人・設置主体（法人名等）：瑞浪市 

 職員数 常勤職員：      ８ 名 非常勤職員     １８ 名 

 専門職員 （専門職の名称）     名  
保育士        ８ 名 保育士       １５ 名 
 子育て支援員     １ 名 
 事務員        １ 名 
 用務員        １ 名 

 施設・設備

の概要 

（居室数） （設備等） 

保育室 ６  遊戯室 えほんのへや 職員室 
調理室         

 

③理念・基本方針（※転載） 

 

【保育理念】 

 ・保育を必要とする子どもの保育を行い、その健全な心身の発達を図る。 

 ・子どもの最善の利益を考慮し、その福祉を積極的に増進する。 

 ・幼児の健やかな成長のために、適当な環境を与えてその心身の発達を助長する。 

 

【教育保育方針】 

 ・子どもの主体的な活動を促し、幼児期にふさわしい生活が展開されるようにする。 

 ・子どもの自主的な活動としての遊びを中心に、心身の調和のとれた発達の基礎を培う。 

 ・子ども一人一人の特性に応じ、発達の課題に即した指導を行う。 

 

 

 



④施設・事業所の特徴的な取組（※評価機関において記入） 

 

・現在、コロナ禍の影響で実施が困難な状況にあるが、例年は３～５歳児各年齢２クラスの 

園として、異年齢の関わりを縦割りで２チームに分けて行っている。日々の元気っこタイ 

ムや散歩、夏祭りや運動会などの行事で関わりを持っている。 

・研究テーマ「やってみようと心が動く環境づくり」として、日々、なかよしあそびの充実 

 を図り、保育を進めている。 

 

 

⑤第三者評価の受審状況 

 評価実施期間 

 

令和３年７月７日（契約日） ～ 

令和４年３月１８日（評価結果確定日） 

 受審回数（前回の受審時期）     ２ 回（平成 ２６ 年度） 

 

⑥総評 

◇特に評価の高い点 

＜園舎や近隣の自然環境に恵まれ、保育活動に活かしている。＞ 

 園舎はＬ字型をしており、南向きで採光に優れ、テラスは広く明るく、各保育室はゆとりの

ある造りとなっている。園庭には大きなドングリの木とイチョウの木があり、夏には日よけの

役割を果たし、秋には落ち葉を集めて遊び活動に活用したり、木の実で作品づくりをしたりし

ている。大規模の幼児園であるため、子どもの人数に比較して園庭が狭く感じるものの、東隣

の市民公園を活用し、凧揚げをしたり、かけっこをする等のびのびと遊ぶ事ができる環境に恵

まれている。また、近隣には小学校、福祉施設もあり、多様な交流体験ができる環境でもある。

農家の畑では大根抜きをしたり、芋ほり、夏野菜の収穫等、食育の大切さを学ぶ機会も多い。 

 

＜園経営構想に中・長期的ビジョンが示されている。＞ 

園経営構想に研究主題を一貫して明記し、保育教育の一体的指導・援助方法を探っている。

さらに、＜めざす保育者の姿＞として、それを支える人的環境としての保育者のあるべき姿を

明記しており、多様な人材が保育者として育つ上で、求められる保育者像を具体的にイメージ

しやすい指針となっている。 

 

＜意欲的に保育実践に取り組んでいる。＞ 

 保育目標にある「心もからだもたくましい子」を育むべく、日頃から職員間のコミュニケー

ションを大切にし、保育に関わる全職員(非正規職員も含めて)がワンチームとなり、日々の実

践を振り返りつつ、意欲的に保育の仕事に取り組んでいる。 

 

◇改善を求められる点 

＜広いテラスを利用した運動器具の設置の充実化を検討されたい。＞ 

広いテラスを利用し、バランス感覚、瞬発力、体感を鍛える手作りの運動器具の設置の充実

に向けた取り組みに期待したい。子どもたちが運動器具を活用した活動に自主的に取り組むこ



とで体力の強化につながるものと考える。 

 

 

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

今回の福祉サービス第三者評価の受審を通して、自園の保育の内容や運営全般について見直

すよい機会となりました。評価では、良い点や改善すべき点などにつきましてご指摘をいただ

きました。 今後、改善を求められた点については園内でも検討し、改善に向けた取り組みをし

ていきたいと思います。良かった点についても節目ごとに振り返り見直しを行いながら、更な

る改善に努めることで、今後、多様化する地域の子育て支援ニーズに対応した支援の提供に努

めていきたいと考えています。 

 

 

⑧第三者評価結果 

  別紙の「第三者評価結果」に記載している事項について公表する。 

 

 

 


